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   We report the clinical statistics of new outpatients for five years since 1989 at our hospital. 
   The average total number of new outpatients in a year was 8309.8  (8122-8691) and new out-
patients tended to show little change. The male to female ratio was 1.57:1, and 24.3% of the out-
patients were referred to us by others sources. 
   The representative operations on outpatients were circumcision, vasectomy, resection of condy-
loma and resection of caruncle. 
   A statistical study was made on new outpatients according to the international clacsification 
of disease. There were 140.6 (1.97%) malignant urogenital tumors per year. Sexually transmitted 
diseases showed a tendency to increase for the last five years. 
   In males the major disease was upper urinary tract stone  (21-.-24%), prostatistis  (21-24%) and 
benign prostatic hypertrophy  (17-20%) and in females they were cystitis  (58-61%), upper urinary 
tract stone  (15-17%) and pyelonephritis  (3-4%). 
   We conclude that our hospital plays a major role as a private urological hospital. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 41: 313-322, 1995)












疾 病 分 類 は,従 来 の報 告1-9)のご と くWHOに 定
め られ た 国際 疾 病 分 類 の第9回 修 正分 類 表 を 採 用 し
た.
結 果 と 考 察
1.外 来 新患 数
1989年よ り1993年の5力 年 間41,549名,年平 均
8,309名で あ った,男 性 年 平均5,074名,女性3,235名
で あ って,男 女 比 は1.57:1であ った.他 医 よ り紹 介
を 受 け た患 者 は この5年 間 で10,097名,年平 均2,019
名24.3%であ った(Tablel).
2.外 来新 患 の年 齢別J性 別 受診 数
新 患 の年 齢 別 受 診 数 に関 して は,20～30歳代 と50～
314 泌尿紀要41巻4号1995年
Tablel.外来 新患 数






(紹介 患 者 数)2,148(24.7%)1,865(22.5%)1,741(2L4%)1,878(22.8%)・,…(・・.・%)1・,・9愚?翻
Table2.外来 新 患 の 内 訳












合 計8,691(100.O%)8,283(100.0%)8,122(100.0%)8,227(100,0%)・,226(・・…%)・ ・5佃{踊 男 潟
Table3.主な る外 来 手 術 数
1989年1990年1991年 亘992年1993年
環状 切 開(背 面切 開)
精 管 結 紮
コ ン ジ ロー マ 切 除
カ ル ン ケ ル 切 除



















































その 他 の 性病
その他の非淋菌性尿道炎
ヘ ル ベ ス
ク ラ ミ ジ ア
カ ン ジ タ 症
毛 じ ら み 症
外 陰 部 炎
外 陰 部 湿 疹




















































































185前 立 腺 癌
(経 過 せ る)
(再 発)
且86精 巣 腫 瘍
(経 過 せ る)
藍87陰 茎
188膀 胱 腫 瘍
(経 過 せ る)
(再 発)
膀 胱 後 部 腫 瘍
189,0腎 癌
(経 過 せ る)
189。1腎孟 ・尿管腫瘍189
.2
(経 過 せ る)
194.0副 腎 腫 瘍
158.0後腹 膜 腔 腫 瘍























































































078.監外 陰 部 コ ン ジ ロ ー マ
599.3尿 道 カ ル ン ケ ル
尿 道 ポ リ ー プ
222.4陰 嚢 腫 瘍
222.1陰 茎 良 性 腫 瘍
223.0腎 腫 瘍(良 性)
尿 管 ポ リ ー プ


































































不 妊 の 疑 い
(792.2)死精 子 症
(608.8)血精 液 症
逆 行 性 射 精
射 精 障 害
malevagina
257.2類 宙 官 症
259.0晩発 思 春 期
302性 的障害(IMP)
274高 尿 酸 血 症


























































































582慢 性 糸 球 体 腎 炎
583糖 尿 病 性 腎 症
584急 性 腎 不 全
585慢 性腎不全(尿 毒症)
(経 過)
腎 周 囲 炎
589腎 の 萎 縮
無 機 能 腎







(経 過 せ る)
593.2腎 嚢 胞
多 発 性 腎 嚢 胞
593.4尿 管 狭 窄
腎 動 脈 瘤
腎 梗 塞






































































































































(両)鋳 型 結 石
(片)
(経過 せ る)
腎 杯 憩 室 結 石
海 綿 体 腎 結 石





592.1尿管 の 結 石(小 計)
畷論
多発性{ili
尿 管 瘤 結 石
594下 部 尿 管 の 結 石
594.1膀 胱 結 石
594.2尿 道 結 石






















































































































































った.死 亡 件 数 は5年 間 で65例,年 平 均13例 で あ っ
た.
4.外 来患 老 手 術
外 来 扱 い の手 術 数 とそ の 内訳 をTable3に 示 した.
従来 通 りで環 状 切 開,vasectomy,condyloma切除,
caruncle切除 が主 な る もの で あ っ た.
5.WHOに よる国 際 疾 病 分類(1.C.D.)
LC,D.に基 づ く外 来 新 患統 計
性 感染 症sexuallytransmitteddiseases(以下S-
TDと 略 す),神 経 因性 膀 胱,痩 孔 状 態等 の分 類 は,
他 科 に亘 って い る こ とに よる煩 雑 さが あ り,適 宣 上,
泌 尿器 科 的 に 判 りや す い疾 病 分 類 の 項 目に並 べた.





































尿 道 膀 胱 炎
尿 道 炎
膀胱頸部硬化性
膀 胱 憩 室
萎 縮 膀 胱
尿 道 狭 窄
(術 後)




陰 嚢 水 腫
精 巣 炎
(葺下 腺 炎 性)




嵌 頓 包 茎
陰 茎 の 障 害
陰 茎 硬 結











































































































































副 腎 癌1例 を 経 験 した.
全 尿 路性 器 悪 性腫 瘍 は5年 間703例(1.77%)であ っ
た.
(2)②新生 物(良 性)(Table6)
尿道 カル ンケ ル,コ ンジ ローマ が主 た る もの で あ っ
た.
(3)内分 泌,栄 養 お よび代 謝 並 び に 免疫 障 害
Klinefelter症候 群(性 染 色体 構 成 はXXYを 示
し,以 下XXYを 略 す)は,5年 間11例経 験 した.
impotence(以下IMPと 略 す)は269例,年 平 均
53.8例経験 した。 そ の 主 な る原 因 は 機 能 的,内 分 泌
性,高 齢 化 に よる も ので あ った(Table7).
(4)泌尿 生殖 系 の疾 患
上 部尿 路疾 患 では,結 石 症,腎 孟 腎 炎,腎 嚢 胞,腎
下 垂 が 主 な る もので あ った,結 石 症 で は,上 部 尿 路 結
石 は8,179例,年平 均1,635例で,腎 は632例,尿管 は
5,017例,年平 均1,003例で あ った.治 療 の難 しい,両
側鋳型結石を5例,両 側の腎尿管結石10例,両側尿管








停留精巣,遊走精巣,嚢 胞腎が主 なる ものであっ













752.5停 留 精 巣
(経 過 せ る)
遊 走 精 巣
(経 過 せ る)
752.6尿 道 下 裂
(経 過 せ る>
752,8傍尿 道 口嚢 腫
単 精 巣 症
陰 茎 湾 曲
倭 小 陰 茎
精 管 欠 損 症











































































































































合 せ る と69.5%を占 めた.
そ の他,亀 頭 包 皮 炎,STD,包 茎,腎 嚢胞 であ っ
た.
2.男 女 別 主 疾 患(Tablel3)
男子 で は,上 部 尿路 結 石 症,前 立 腺 炎,前 立 腺 肥 大
症 が 主 な る もの で,こ の3主 疾 患 を 合 わ せ る と64.6%
を 占 め た.そ の 他包 皮 炎,STD,包 茎 で あ った.一 方
女 子 で は,膀 胱 炎 が 約60%,つ ぎに 上 部 尿路 結 石 症
16.2%,その ほ か,腎 孟 腎 炎,腎 下 垂 で あ った.
結 語
玉.主疾患(Tablel2)
外来新患の主なる疾患 は,膀 胱炎,上 部尿路結石
症,前立腺炎,前 立腺肥大症であ り,これ ら主疾患を









尿 管 損 傷
膀 胱 損 傷
867.0尿道断裂(不 完全)
(完 全)
867.6精 巣 打 撲
精 巣 破 裂
陰 茎 損 傷




神 経 因 性 膀 胱
939尿 生殖路内の異物
939.0膀 胱 異 物
尿 道 異 物
939.2陰 茎 異 物






















































































































































































































Tablei2.まとめ(1)外来 新 患 の 主疾 患
(例 数)
1989年 1990年 199!年 1992年 1993年
計(年 平均)
1膀 胱 炎(急 性 ・慢性)1,901(23.3%)
2上 部 尿 路 結 石 症1,750(21.4%)
3前 立腺 炎(急 性 ・慢性)1,095(13.4%)
4前 立 腺 肥 大 症932(11.4%)
5亀 頭 包 皮 炎265(3.2%)
6STD(淋 菌 等)183(2.2%)
7包 茎(嵌 頓 包茎 含 む)236(2.g%)
8腎 嚢 胞(単 ・多発)124(1.5%)
9腎 孟 腎 炎149(1.8%)
10神 経 因 性 膀 胱109(1.3%)
副 精 巣 炎86(1.1%)
腎 下 垂78(1.0%)
イ ン ポ テ ン ツ76(0.9%)
膀 胱 腫 瘍67(0.8%)














































8,171 7,900 7,715 7,958 7,948
()%は有疾患数に対する割合
(男)
Table13.まとめ(2)外来 新患 男 ・女 の主 疾 患
主 疾 患
(例 数)
1989年 1990年 1991年 1992年 1993年
計(年 平均)
上部尿路結石症
前 立 腺 炎
前立腺肥大症
亀頭 包 皮 炎
STD
包 茎
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